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１ ） ク リ ーンエネルギー

２ ） 可搬性のある分散型エネルギー

３ ） 災害に強い
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HOME > マイクロコージェネレーションの紹介

日本LPガス協会(Japan LP Gas Association)：マイクロコージェネレーションの紹介 http://www.j-lpgas.gr.jp/micro_cogene_sp/index.html
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1

2016年３月末の累計コージェネ設置容量は、1,033.8万kW ※2014年3月に1,000万kW到達

累積導入容量の年度推移
（設置・撤去を加減した正味値）

新設の導入容量と台数の年度推移

2015年度新設容量：23.9万kW（862台）
（産業用：18.3万kW、民生用*：5.7万kW）

*家庭用を除く

2015年度末 累計容量：1033.8万kW
（産業用：821万kW、民生用*：213万kW）

*家庭用を除く

燃料価格
高騰

リーマン
ショック

電源・BCP
ニーズ

大型高効
率機登場

3‐1 コージェネレーション普及の現状

３．コージェネの現状とエネルギー政策

コージェネ財団 調べ-15-
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3‐2 日本におけるコージェネの導入状況
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コージェネ財団 調べ

３．コージェネの現状とエネルギー政策

設置台数 設置容量

LPガスコージェネ

LPガスコージェネは、台数、容
量ともコージェネ全体の約4%を
占める

省エネ・省CO2
安全確保 など
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合計：10,338kW
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民生用 建物別 産業用 業種別

3‐3 LPガスコージェネ導入実績（導入先業種別内訳）

民生用：ホテル、スポーツ施設、病院等熱需要の高い施設に多数導入されています、な
お地域冷暖房では大規模な設備導入事例が報告されています

産業用：化学、機械、繊維、食品などの温熱需要の高い工場のほか、電源セキュリティ
確保が重要な電気電子分野で利用されています （エネルギーは石油化学工場など）

３．コージェネの現状とエネルギー政策

コージェネ財団 調べ
※民生用の『その他』は、データセンターなど
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民生用 建物別 （2006～15年度設置） 産業用 業種別 （2006～15年度設置）
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参考）最近のコージェネ導入実績（全体）

民生用：病院、公共性の高い施設に多く導入、その他ホテル・スポーツ施設等熱需要の
高い施設にも多数導入されています

産業用：化学、機械分野など温熱需要の高い工場での利用が進んでいるほか、食品ま
での上位産業では電源セキュリティ確保が重要な普及理由と考えられます

３．コージェネの現状とエネルギー政策

コージェネ財団 調べ※民生用の『その他』は、データセンターなど -18-
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3.11以降、政策上の位置づけが高まり、コージェネの普及に期待

エネルギー基本計画におけるコージェネの位置づけ

1.省エネ・省CO2 ・熱電利用によりエネルギーを最も効率的に活用

2.エネルギーシステム改革 ・電力、ガス、熱の制度改革により、熱電一体供給

3.エネルギー供給の強靭化 ・危機時に需要ｻｲﾄﾞの対応力高める分散型システム

4.新たな二次エネルギー構造 ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型：省ｴﾈ、再ｴﾈとの親和性、電力ﾋﾟｰｸ緩和、電源
多様化、災害に対する強靭性
・地域単位での利用推進でコージェネの導入拡大

5.家庭用燃料電池エネファーム 導入目標：2020年：140万台、2030年：530万台

6.スマートコミュニティ 「地域の特性に応じて総合的なエネルギー需給管理を行うス
マートコミュニティの実現」
・都市開発と連携しｴﾈﾙｷﾞｰ面的利用のｲﾝﾌﾗ整備

長期エネルギー需給見通しにおけるコージェネ規模の明記

コジェネ 2014 2030

発電電力量
設備容量

514億kWh（平成27年6月発電コスト検証WG報告書）

1,020万kW（平成27年7月コージェネ財団）

1,190億kWh（現状比2倍）
（平成27年6月長期エネルギー需給見通し関連資料）

平
成
26
年

平
成
27
年

3‐4 エネルギー政策におけるコージェネの位置づけ

３．コージェネの現状とエネルギー政策
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長期エネルギー需給見通し関連資料より

３．コージェネの現状とエネルギー政策

3‐5 長期エネルギー需給見通しにおけるコージェネ見通し
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エネルギー政策以外の分野においても、コージェネ・分散型エネルギー
システムの重要性がクローズアップ

・地域における食料、エネルギー、資源の安定確保（「環境と共生した持続可能な国土づくり」）
コージェネレーション等の分散型エネルギーシステムの普及促進

国土形成計画 全国計画（H27.8閣議決定）

・分散型エネルギーの推進（「地域産業の競争力強化」）
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ資源やコージェネレーションの活用により分散型のｴﾈﾙｷﾞｰ開発・利用を推進

まち・ひと・しごと創生総合戦略 （H26.12閣議決定)

・エネルギー（「国土強靭化の推進方針」）
コージェネレーション等の自立・分散型エネルギー導入を図りスマートコミュニティ形成を目指す

国土強靭化基本計画 （H26.6閣議決定）

・クリーン・経済的なエネルギー需給の実現（「戦略市場創造プラン」）
コジェネレーション等の導入拡大を積極的に図る

「日本再興戦略」 改訂2015 （H27.6閣議決定 ）

・コージェネなど省エネ性能の高い設備・機器の導入促進
具体的なコージェネ導入容量やＣＯ２削減量試算が明記

「地球温暖化対策計画」 改訂2016 （H28.5閣議決定 ）

３．コージェネの現状とエネルギー政策

3‐6 関連政策におけるコージェネの位置づけ
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3‐7 家庭用燃料電池の導入実績 （各年度の販売台数）

9
出所：コージェネ財団調べ 9

2015年12月、エネファームの累計販売台数が15万台を突破

３．コージェネの現状とエネルギー政策
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0

家庭用燃料電池のラインナップ

0

１． コージェネレーションについて

項目
パナソニック (PEFC型)

東芝 (PEFC型) アイシン (SOFC型)
戸建て住宅向け マンション向け

燃料 都市ガス 都市ガス LPG 都市ガス、LPG
定格出力 700W 700W 700W 700W
発電効率

(定格、LHV) 39% 39% 39% 38% 52%

熱回収効率
(定格、LHV) 56% 56% 56% 35%

発電ユニット
サイズ(mm) 1750H×400W×400D 1750H×399W×395D 1000H×780W×300D 780W×1195H×330D

(28 貯湯タンク含む)

貯湯タンク
サイズ(mm)

(一体型)
1750H×700W×400D
別置型もあり

(ユニット一体型)
1750H×400W×560D
別型あり

1755H×750W×440D
（または 1760H）

(セット用熱源機)
480W×1195H×330D

貯湯タンク容量 140 200 28 (発電ユニット内)
-23-
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出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会第１7回より

4月１日
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LPガス世帯の約7３%に普及を目指す！

分散型発電システムの普及を目指す！

新たなマーケットの創造、災害対応力も向上！

LPガス高効率給湯器

エネフ ァ ーム(家庭用燃料電池)

FRP容器

JPN-TAXI（トヨタ）

NV200UD（日産）

LPG車

家庭部門 運輸部門 業務・産業部門

GH P

最大使用電力低減（ピーク
電力カット）を推進！

コ ージェ ネレーショ ン等

燃料電池を含め、自立式の
分散化電源の普及を目指す！

燃料転換

工業用エネルギーに占めるＬＰ
ガスシェアを更に拡大！

LPガス総需要量

CO2 削減量

２０３０年に
向けた

事業展開

自動車燃料の多角化と環境性能（CNG車同等）
の観点から、ＬＰガス化の推進！

第Ⅶ章 「ＬＰガス産業の中長期展望」

well to wheel LCA
JC08 CO2 LPG
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